
第１術科学校
第１砲術講堂の歴史

第１術科学校



「第１術科学校 第１砲術講堂」が、令和６年度
に解体されることとなりました。

昭和１０年以降、多く海上自衛隊の射撃関係員を
教育してきた「第１砲術講堂」について、紹介して
いきます。

第１砲術講堂

正門

第１術科学校 第１砲術講堂の解体



明治２１年 ８月 海軍兵学校東京築地から江田島に移転

昭和１０年 戦艦「陸奥」砲塔 改装時に寄贈※１

昭和１０年 ２月 砲術講堂完成（１砲講）※２

昭和１１年１０月 天皇行幸行事

行幸行事の写真は次ページ

昭和２６年 ４月 米陸軍特科学校設置（～昭和３０年８月）

昭和３１年 １月 米軍から返還、術科学校が江田島へ移転

※１ ※２

第１砲術講堂の歴史

５０口径３インチ砲

米軍の教材（５０口径３インチ砲、 ４０ミリ単装機関砲、 ４０ミリ連装機関砲、ガナリートレーナー）をそのまま使用

４０ミリ単装機関砲 ４０ミリ連装機関砲 ガナリートレーナー



天皇行幸行事

第１砲術講堂の歴史



昭和３２年 １２．７ミリ単装高角砲及び

射撃指揮装置ＭＫ６３設置

昭和３３年 ４月 第１術科学校と改称

砲術講堂海側で射撃式装置ＭＫ５１と

４０ｍｍ砲の操法訓練開始

１２．７ミリ単装高角砲
射撃指揮装置ＭＫ６３

砲術講堂 屋上に設置

現在も歴史資料として存在

MK５１



ＳＰＧー３４レーダー
砲術講堂３Ｆ（ＭＫ６３講堂内）

ＭＫ３７方位盤納入前に使用
していた２．５米（マイル）測距儀

ＭＫ３７方位盤納
（昭和５２年撤去時）

当時の教材



昭和３８年 ３月 ５０口径３インチ砲装填演習砲（１号機）
納入

昭和３９年 ６月 ５０口径３インチ砲納入

５０口径３インチ砲装填演習砲（１号機）

５０口径３インチ砲



昭和３８年 ３月 ５０口径３インチ砲装填演習砲（２号機）
納入

昭和４８年 ３月 第２砲術講堂完成にともない、「砲術講
堂」から「第１砲術講堂」となる。

５０口径３インチ砲装填演習砲（２号機）

第２砲術講堂



昭和５４年 ３月 １砲講横に５０口径３インチ連装速射砲
（むらくも３２番砲）設置

昭和５５年 ９月 ５０口径３インチ砲装填演習砲（３号機）
納入

３インチ連装速射砲

５０口径３インチ砲装填演習砲（３号機）



昭和６１年 ４月 第３砲術講堂完成

令和５年 ７月 最後の３インチ装填演習砲を返納

第３砲術講堂

返納した３インチ装填演習砲



１ 幹部課程

（１）甲種高等科砲術（水上班）：Ｓ２８～Ｓ３１

（２）甲種普通科：Ｓ２８～Ｓ３２

（３）高等科射撃：Ｓ３１～Ｓ３５

（４）幹部一般・専門射撃：Ｓ３５～Ｓ４０

（５）任務砲術：Ｓ３２～Ｓ３３

（６）任務射撃：Ｓ３３～

（７）中級射撃：Ｓ４１～

第１砲術講堂を使用した課程



２ 海曹課程

（１）乙種高等科掌砲：Ｓ２８～Ｓ３１

（２）乙種高等科要務：Ｓ２８～Ｓ３２

（３）高等科射撃：Ｓ３１～Ｓ６３

（４）高等科射管：Ｓ３１～Ｓ６３

（５）海曹射撃：Ｓ６３～

３ 海士課程

（１）乙種普通科掌砲：Ｓ２８～Ｓ３１

（２）乙種普通科要務：Ｓ２８～Ｓ３２

（３）普通科射撃：Ｓ３１～Ｓ６３

（４）普通科射管：Ｓ３１～Ｓ６３

（５）海士射撃：Ｓ６３～



４ 特別講習

（１）ＭＫ５６：Ｓ４１～Ｓ４２

（２）５インチ：Ｓ４１～Ｓ４７

（３）射撃幹部（５インチ／ＭＫ５６）

：Ｓ３１～Ｓ４２

５ 専修科

（１）ＭＫ５６：Ｓ４３～Ｓ５９

（２）３インチ：Ｓ４０～Ｈ３

（３）ＭＫ３７：Ｓ４３～Ｓ４４



１Ｆ ３インチ講堂及び実習場

写真下段は４０ｍｍ砲及び装填訓練機であり、平成１７年５月実機搭載の最終番
艦（輸送艦ねむろ）の退役にともない、教務も停止、以後返納（撤去）

第１砲術講堂の内部写真



写真下段は演習部（左）、指導部（右）の訓練風景である。撮影時期は不明であ
るが、多くの人員がいて活気があった。

２Ｆ 机上射撃講堂及び照準訓練室

火工講堂 机上射撃講堂 照準演習室



砲術講堂（１砲講）完成時から２砲講が完成し移転するまでの間、教官室とし
て使用していたが、冷房設備がないため学生指導は、夏の蒸し暑さとの戦いの場
でもあった。

３Ｆ 教官室



講堂を射撃管制室に見立て、暗室にして訓練に臨んでいた。また、隣室は電子機
器の修理等を行う教務講堂も備えられていた。

４Ｆ ＭＫ６３（ＳＰＧ３４レーダ）実習講堂



上段赤丸は３インチ単装砲がありＭＫ６３と連動し、射撃員・射管員・射撃指揮
官の連合操法訓練が可能であった。上段黄丸はＭＫ６３方位盤が設置されていた場
所である。
下段は「実目標照準訓練」「対空射撃指揮法」の際、岩国航空隊ＰＳ－１を管制
した航空管制室であり、遠泳訓練時は総指揮所として活躍した。

５Ｆ 屋上及び管制部屋



多くの学生を輩出し、海上自衛隊の射撃術科
を支えてきた第１砲術講堂は、令和６年度から
解体されます。

解体の様子は今後ＨＰにアップしていきます。

第１砲術講堂解体の様子


